２．基準２：学習・教育の量

(1)卒業要件

【点検基準】

(1)プログラムは4年間に相当する学習・教育で構成され，124単位以上を取得し，学士の学位を得た者を修了生としていること。
［自己点検結果］

現学科および新学系では，4年以上在学し合計124単位以上を取得した者を卒業と認定し，かつ卒業した者には学士の学位を授与している。よって，点検基準（1）は十分に満たされている。
［説明・記述内容］

2006年度以前の「建設環境工学科」入学生（以下，現学科）については全学生をプログラム履修者としている。

学部改編を実施した2007年度以降の「理工学科創造工学系」入学生については，主コース・副コースに「都市デザイン」と「建築デザイン」の2コースを選択した（主・副は問わない）学生（以下，新学系）をプログラム履修者とする。これは，これら2コースを選択した学生に対する学習内容が，現学科の学習内容を継続して保持しているためである。

本学では，4年以上在学し合計124単位以上取得した者を卒業と認定している（『引用・裏付資料2－1　（卒業）学則第31条（2004年度学生要覧）』，『引用・裏付資料2－2　（卒業）学則第31条（2007年度学生要覧）』）。また本学を卒業した者には，学士の学位を授与している（『引用・裏付資料2－3　（学位の授与）学則第32条（2004年度学生要覧）』，『引用・裏付資料2－4　（学位の授与）学則第32条（2007年度学生要覧）』）。

なお過去2年度の修了生の取得した単位数を『引用・裏付資料2－5　2006年度修了生の取得単位数』，『引用・裏付資料2－6　2007年度修了生の取得単位数』に示す。

引用・裏付資料名
1. （卒業）学則第31条（2004年度学生要覧）（資料番号2－1，p. 2-2-1）
2. （卒業）学則第31条（2007年度学生要覧）（資料番号2－2，p. 2-2-2）
3. （学位の授与）学則第32条（2004年度学生要覧）（資料番号2－3，p. 2-2-3）
4. （学位の授与）学則第32条（2007年度学生要覧）（資料番号2－4，p. 2-2-4）

5. 2006年度修了生の取得単位数（資料番号2－5，p. 2-2-5）

6. 2007年度修了生の取得単位数（資料番号2－6， p. 2-2-6）
(2)学習保証時間

【点検基準】

(2)プログラムは学習保証時間(教員等の指導のもとに行った学習時間)の総計が1,800時間以上を有していること。さらに，その中には，人文科学，社会科学等(語学教育を含む)の学習250時間以上，数学，自然科学，情報技術の学習250時間以上，および専門分野の学習900時間以上を含んでいること。
［自己点検結果］

現学科の修了生は，人文科学・社会科学・語学等に少なくとも325.5時間，数学・自然科学・情報技術に350.0時間，専門技術に1110.5時間の学習保証時間を有している。また，新学系の修了生は，人文科学・社会科学・語学等に少なくとも381.0時間，数学・自然科学・情報技術に258.5時間，専門技術に921.0時間の学習保証時間を有している。現学科および新学系の修了生は，それぞれ基準学習保証時間である250時間，250時間，900時間を満たしている。

また，総学習保証時間は現学科および新学系の修了生において，それぞれ1978.0時間，1,920.5時間を有しており，基準の1,800時間を満たしている。よって，点検基準（2）は十分に満たされている。

［説明・記述内容］
2007年4月に学部の改編に伴い，新たな教育システムを導入した。その結果，卒業要件や進級条件が大きく変更された。したがって基準2（2）については，現学科と新学系における学習保障時間を個別に算出する。
１）現学科
本学部では授業科目を，人間形成科目群，リテラシー科目群，学部導入科目群，共通基幹科目群，専門科目群，教職課程科目群の6つに区分している（『引用・裏付資料2－7　授業科目の区分（2004年度学生要覧）』）。人文科学・社会科学等と英語科目・日本語リテラシー・コンピュータリテラシーは，それぞれ人間形成科目群とリテラシー科目群に含まれる。基礎教育分野の科目と自然科学の科目は，それぞれ学部導入科目群と共通基幹科目群に含まれる。現学科の開講科目は全て専門科目群に含まれる。

現学科では，これらの各科目群から一定数以上の単位を取得することを卒業要件としている（『引用・裏付資料2－8　卒業要件（2004年度学生要覧）』）。よって現学科の修了生は必然的に各科目群に対して一定時間数以上の学習保証時間を有している。

科目ごとの単位数，学習保証時間数，講義形態等の情報は『表４　授業科目別学習保証時間および各授業科目の学習・教育目標一つ一つに対する関与の程度－（１）』に示す通りである。なお講義の開講形態と単位数との関係は，講義および独立した演習科目は週1コマ（90分）15回をもって2単位，講義に付随した演習科目，語学，実験，実技，製図科目は，週1コマ（90分）をもって1単位である（『引用・裏付資料2－9　講義開講形態と単位数』）。ただし科目によっては，講義時間外にレポートの作成指導を通じた学習保証時間を有する場合もある。そこで，開講形態と学習保証時間との関係を『引用・裏付資料2－10　講義開講形態と学習保証時間』に示す通りに設定した。

以下，一定時間数以上の学習保証時間が要求されている区分ごとに，現学科の修了生の学習保証時間数を示す。

１－１）人文科学・社会科学等（語学教育を含む）の学習保証時間
現学科では，英語分野から6単位以上，日本語リテラシー分野から1単位以上を取得することを4年次への進級条件に課している。また人間形成科目群（人文科学，社会科学）から14単位以上取得することを卒業要件としている（『引用・裏付資料2－8　卒業要件（2004年度学生要覧）』）。

一方，専門科目群の「建設環境工学へのアプローチ」，「建設環境セミナーA」では，建設工学と社会との関わりについて講義をしている。例えば「建設環境工学へのアプローチ」では，将来，建設技術者を目指して入学してきた学生に対し，社会環境の変化に伴う市民から建設技術者への要望の変化，地域づくりにおける市民参加の必要性などを講義しており，本区分において3時間の学習保証時間を有している（『引用・裏付資料2－11　シラバス（建設環境工学へのアプローチ）』）。

また「建設環境セミナーA」では，社会で起きている問題に着目し，その原因を探り，解決策を考え，プレゼンテーションをする講義であり，本区分において3時間の学習保証時間を有している（『引用・裏付資料2－12　シラバス（建設環境セミナーA）』）。

さらに卒業研究I，IIを遂行するには，自然科学のみならず，人文科学・社会科学などの幅広い観点から物事を解する能力が必要である。したがって卒業研究I，IIでは，本区分において，それぞれ5時間，10時間の学習保障時間を有している。

上記したことを整理すると，現学科の修了生は各科目群において少なくとも以下に示す学習保証時間を有している。
英語分野
：
22.5（時間／単位）×6（単位）
=
135.0（時間）

日本語リテラシー分野
：
12.0（時間／単位）×1（単位）
=
12.0（時間）

人間形成科目群
：
22.5（時間／2単位）×14（単位）
=
157.5（時間）

専門科目群
：
3（時間）+3（時間）+5（時間）+10（時間）
=
21.0（時間）





計：325.5（時間）･････ （ⅰ）

よって修了生は，当該区分において少なくとも325.5時間の学習保証時間を有している。
１－２）数学，自然科学，情報技術に関する学習保証時間

現学科の修了生は，4年次への進級条件（『引用・裏付資料2－13　進級条件（2004年度学生要覧）』）と卒業要件（『引用・裏付資料2－8　卒業要件（2004年度学生要覧）』）を満たしており，各科目群において以下に示す学習保証時間を有している。

学部導入科目群
：
45.0（時間）

共通基幹科目群
：
124.5（時間）

専門科目群
：
180.5（時間）



計：
350.0（時間）
･････ （ⅱ）

よって修了生は，当該区分において少なくとも350.0時間の学習保証時間を有している。

以下に，上記の3科目群における学習保証時間の詳細を示す。

①学部導入科目群について

物理学基礎と化学基礎を必修科目としており，
22.5（時間／科目）× 2（科目） =　45.0（時間）

の学習保証時間を有している。

②共通基幹科目群について

基礎微分積分学A，基礎微分積分学B，基礎線形代数学A，基礎線形代数学Bの数学科目4科目8単位から3科目6単位以上取得すること，また，物理学実験A，物理学実験B，化学実験A，化学実験Bの自然科学科目4科目4単位から2科目2単位以上取得することが条件であり，少なくとも

22.5（時間／科目）× 3（科目）＋ 28.5（時間／科目）× 2（科目） =124.5（時間）

の学習保証時間を有している。

③専門科目群について

数学演習A，数学演習B，確率・統計学を数学の必修科目，静力学を自然科学の必修科目，コンピュータリテラシー，プログラミング演習A，プログラミング演習Bを情報技術の必修科目に指定しており，少なくとも

22.5（時間／科目）× 7（科目） =　157.5（時間）

の学習保証時間を有している。

建設環境セミナーAでは，パソコンを用いたプレゼンテーションの方法を教授しており，
3（時間／科目） =　3.0（時間）

の学習保証時間を有している。

一方，卒業研究I・IIを遂行するには，より専門性の高い分析技術を習得することが必要不可欠である。そのため，卒業研究I・IIでは，データを解析する際に要求される情報処理技術に関する教育を行っている。よって卒業研究I・IIでは，
10（時間／科目）× 2（科目） =　20.0（時間）

の学習保証時間を有しており，専門科目群において計180.5時間の学習保証時間を有する。

１－３）専門技術に関する学習保証時間
現学科の修了生は，専門必修科目，および専門選択科目において以下に示す学習保証時間を有している。

専門必修科目
：
738.5（時間）

専門選択科目
：
372.0（時間）


計：
1110.5（時間）
･････ （ⅲ）

よって，本区分において少なくとも1110.5時間の学習保証時間を有している。

専門必修科目，専門選択科目の学習保証時間の詳細を以下に示す。

なお，『表５　学習保証時間とその内訳（１）』中の，学習内容の区分別学習保障時間は，2006年度修了生のうち最も総学習保障時間の少なかった学生の取得単位（『引用・裏付資料2－14　取得単位科目の一覧（2006年修了生）』）の実績に基づいて算出した時間数である。同様に『表５　学習保証時間とその内訳（２）』は，2007年度修了生のうち最も総学習保障時間の少なかった学生の取得単位（『引用・裏付資料2－15　取得単位科目の一覧（2007年修了生）』）の実績に基づいて算出した時間数である。
①専門必修科目の学習保証時間

現学科では，専門科目群において21科目41単位の必修科目（卒業研究I，IIを含む）を開講している。これらの必修科目は，科目配当表（『引用・裏付資料2－16　科目配当表（土木コース）』）中の進級コード欄にQと記されている。ただし，数学演習A・B，確率・統計学，静力学，建設プログラミング演習A・Bの6科目の学習保証時間は，すでに，「数学，自然科学，情報技術に関する学習保証時間」の区分の時間数に含めており，本区分の学習保証時間数には含めない。これらの科目を除いた15科目31単位の必修科目の学習保証時間は以下の通りである。

卒業研究を除いた必修科目　 ：
436.0（時間）

卒業研究I・II
：
302.5（時間）


計   ：
738.5（時間）

よって，本区分における必修科目の学習保証時間は，計738.5時間である。

②専門選択科目の学習保証時間

現学科では，3コース制を導入しており，ここでは土木コースに所属する学生を例にとり学習保証時間を算出する。なお，環境創生コース，建築コースに所属する学生の学習保証時間も同様に算出することが可能である。
専門選択科目は，科目配当表（『引用・裏付資料2－16　科目配当表（土木コース）』）の進級コードR1，R2で示されている。現学科では，R1から20単位以上，R1・R2から計33単位以上取得することを4年次への進級条件としている（『引用・裏付資料2－13　進級条件（2004年度学生要覧）』）。

進級条件を満たした上で学習保証時間が最小となるのは，半期週1コマ2単位の科目から16科目32単位，四半期週1コマ1単位の科目から1科目1単位を取得する場合である。そのとき，
22.5（時間／科目）× 16（科目）=
 360.0（時間）

12.0（時間／科目）× 1（科目） =
 12.0（時間）


計 =
 372.0（時間）

の計372.0時間の学習保証時間を有している。

１－４）総学習保証時間について

上記で算出した「人文科学・社会科学等（語学教育を含む）」，「数学，自然科学，情報技術」，「専門技術」の学習保証時間は107単位分の保証時間である。よって，卒業要件を満たすため（124単位以上の単位取得）には，少なくともあと17単位を取得しなければならない。この17単位を，半期週1コマ2単位の科目から8科目16単位，また四半期週1コマ1単位の科目を1科目1単位取得した場合の学習保障時間を算出する。
22.5（時間／科目）× 8（科目）
=
180.0（時間）

12.0（時間／科目）× 1（科目）
=
12.0（時間）


計   
=　192.0（時間）
･････ （ⅳ）

よって計192.0時間の学習保証時間となる。

したがって現学科の修了生は，少なくとも以下に示す学習保証時間を有している。

人文・社会科学等（語学教育を含む）
：
325.5（時間）
･････ （ⅰ）

数学・自然科学・情報技術
：
350.0（時間）
･････ （ⅱ）

専門技術
：
1,110.5（時間）
･････ （ⅲ）

自由選択科目
：
192.0（時間）
･････ （ⅳ）


合　計
：
1,978.0（時間）

つまり現学科の修了生は，少なくとも1,978.0時間の総学習保証時間を有している。

なお2006年，2007年に現学科を修了した学生の学習保証時間の一覧を，『引用・裏付資料2－19　2006年度修了生の総学習保証時間』，『引用・裏付資料2－20　2007年度修了生の総学習保証時間』に示した。

引用・裏付資料名
1. 表４　授業科目別学習保証時間および各授業科目の学習・教育目標一つ一つに対する関与の程度（p. 2-2-7～p. 2-2-12）
2. 表５　学習保証時間とその内訳（p. 2-2-13～p. 2-2-14）
3. 授業科目の区分（2004年度学生要覧）（資料番号2－7，p. 2-2-15）
4. 卒業要件（2004年度学生要覧）（資料番号2－8，p. 2-2-16）
5. 講義開講形態と単位数（資料番号2－9，p. 2-2-17）
6. 講義開講形態と学習保証時間（資料番号2－10，p. 2-2-18）
7. シラバス（建設環境工学へのアプローチ）
（資料番号2－11，p. 2-2-19～p. 2-2-21）

8. シラバス（建設環境セミナーA）（資料番号2－12，p. 2-2-22～p. 2-2-23）
9. 進級条件（2004年度学生要覧）（資料番号2－13，p. 2-2-24～p. 2-2-26）
10. 単位取得科目の一覧（2006年修了生）（資料番号2－14，p. 2-2-27）

11. 単位取得科目の一覧（2007年修了生）（資料番号2－15，p. 2-2-28）

12. 科目配当表（土木コース）（資料番号2－16，p. 2-2-29～p. 2-2-30）
13. 科目配当表（環境創生コース）（資料番号2－17，p. 2-2-31～p. 2-2-32）
14. 科目配当表（建築コース）（資料番号2－18，p. 2-2-33～p. 2-2-34）
15. 2006年度修了生の総学習保証時間（資料番号2－19，p. 2-2-35～p. 2-2-36）

16. 2007年度修了生の総学習保証時間（資料番号2－20，p. 2-2-37～p. 2-2-39）
２）新学系

本学部では授業科目を，人間形成科目群，英語科目群，学部共通科目群，学系共通科目群，コース専門科目群，教職課程科目群の6つに区分している（『引用・裏付資料2－21　授業科目の区分（2007年度学生要覧）』）。本学部では，人文・社会科学系の科目は人間形成科目群に含まれる。基礎教育分野と自然科学分野の科目は，それぞれ学部共通科目群に含まれる。学系の開講科目は全て専門教育科目（学系共通科目群，コース専門科目群）に含まれる。

新学系では，これらの各科目群から一定数以上の単位を取得することを卒業要件としている（『引用・裏付資料2－22　卒業要件（2007年度学生要覧）』）。したがって，新学系の修了生は必然的に各科目群に対して一定時間数以上の学習保証時間を有している。

なお，各科目の単位数，学習保証時間数，講義形態などの詳細な情報は『表４　授業科目別学習保証時間および各授業科目の学習・教育目標一つ一つに対する関与の程度－（２）』に示す通りである。また，講義の開講形態と単位数との関係は，講義および独立した演習科目は週1コマ（90分）15回をもって2単位，講義に付随した演習科目，語学，実験，実技，製図科目は，週1コマ（90分）をもって1単位である（『引用・裏付資料2－23　講義開講形態と単位数（2007年度学生要覧）』）。ただし，科目によっては，講義時間外にレポート作成などを通じて学習保証時間を有するものもある。そこで，講義形態と学習保証時間との関係を『引用・裏付資料2－24　講義開講形態と学習保証時間』に示す通りに設定した。

以下，一定時間数以上の学習保証時間が要求されている区分ごとに，新学系の修了生の学習保証時間数の予測値を示す。

２－１）人文科学・社会科学等（語学教育を含む）の学習保証時間

新学系では，英語科目群から8単位以上，人間形成科目群（人文科学，社会科学）から16単位以上取得することを卒業要件としている（『引用・裏付資料2－22　卒業要件（2007 年度学生要覧）』）。

また専門教育科目の「ものづくりのいろは」「建築都市デザイン概論」では，建設工学と社会との関わりについて講義している。例えば「ものづくりのいろは」では，将来，建設技術者を目指して入学してきた学生に対し，社会環境の変化に伴う市民から建設技術者への要望の変化，地域づくりにおける市民参加の必要性などを講義しており，本区分において3時間の学習保証時間を有している（『引用・裏付資料2－25　シラバス（ものづくりのいろは）』）。また「建築都市デザイン概論」では，社会の問題に着眼し，原因を探り，解決策を考え，提案（プレゼンテーション）する内容の講義を含んでおあり，本区分に対して3時間の学習保証時間を有している（『引用・裏付資料2－26　シラバス（建築都市デザイン概論）』）。

一方，創造工学卒業研究I，IIを遂行するには，自然科学のみならず，人文科学・社会科学などの幅広い観点から物事を解する能力が必要であり，指導しており，本区分に対して，それぞれ5時間，10時間の学習保障時間を有している。

上記の内容を整理すると，新学系の修了生は各科目（群）において以下に示す学習保証時間を有している。

英語科目群
：22.5（時間／1単位）×8（単位）
=180.0（時間）

人間形成科目群

：22.5（時間／2単位）×16（単位）
=180.0（時間）

専門教育科目
：3（時間）+3（時間）+5（時間）+10（時間）
=21.0（時間）





計：381.0（時間）･････ （ⅴ）

よって修了生は，人文科学・社会科学等（語学教育を含む）において少なくとも381.0時間の学習保証時間を有している。

２－２）数学，自然科学，情報技術に関する学習保証時間

新学系の修了生は，4年次への進級条件（『引用・裏付資料2－27　進級条件（2007年度学生要覧）』）と卒業要件（『引用・裏付資料2－22　卒業要件（2007年度学生要覧）』）を満たしており，各科目（群）において以下に示す学習保証時間を有している。

学部共通科目群
：
 232.5（時間）

専門教育科目
：
26.0（時間）



計：
258.5（時間）
･････ （ⅵ）

よって新学系の修了生は，「数学・自然科学・情報技術」において少なくとも258.5時間の学習保証時間を有している。

以下，上記の2科目（群）における学習保証時間算出の経緯を記す。
①学部共通科目群について

「情報処理A」「情報処理B」「一般物理学実験」「一般化学実験」の全ての科目の単位を取得することを4年次への進級条件にしている。また学部共通科目群から14単位以上を取得することを卒業要件としている。なお実験科目の学習保証時間は，45.0時間の実験講義に加え，各回1時間のレポート指導を行っているため，計60.0時間とした。ゆえに，上記の4科目8単位を含めた14単位分の学習保障時間を算出すると，
22.5（時間／科目）×5（科目）＋60.0（時間／科目）×2（科目）=232.5（時間）
となる。
②専門教育科目について

「都市デザイン演習A」「都市デザイン演習B」では，パソコンを用いた情報教育（製図技術）を行っている。これらの科目の単位を取得することを4年次への進級条件にしている。これら2科目における当該区分の学習保障時間を算出すると，
3.0（時間／科目）×　2（科目）　=　6.0（時間）
となる。

さらに必修科目である創造工学卒業研究I・IIでは，データ解析，情報処理の技術指導を行っている。これら2科目における当該区分の学習保障時間を算出すると，
10.0（時間／科目）×　2（科目）　=　20.0（時間）
となる。

２－３）専門技術に関する学習保証時間

新学系では，（A）主コースに都市デザイン，副コースに建築デザインを選択した学生，（B）主コースに建築デザイン，副コースに都市デザインを選択した学生を修了生とすることにしている（『引用・裏付資料1－6　2006年度（平成18年度）第6回教育改善委員会議事録』）。上記（A），（B）のコース選択の方法によって進級条件が異なってくるため，（A）と（B）各々の学習保障時間を算出する。

（A）主コースに都市デザイン，副コースに建築デザインを選択した場合

新学系の修了生は，学系共通科目群およびコース科目群から66単位（卒業研究Ⅰ，Ⅱの6単位を含む）以上を取得することが条件となっており，以下に示す学習保証時間を有している。

創造工学卒業研究Ⅰ・Ⅱ

：
303.0（時間）

学系共通科目，コース専門科目

：
629.5（時間）



計

：
932.25（時間）
･････ （ⅶ）
以下①～④に当区分の学習保証時間の算出の経緯を記す。

①卒業研究における学習保証時間
　創造工学卒業研究Ⅰ・Ⅱの学習保障時間は計338.0時間であるが，「人文科学・社会科学等（語学教育を含む）」に計15.0時間の学習保証時間，「数学，自然科学，情報技術」に計20.0時間の学習保証時間を充てている。よって残りの303.0時間を「専門技術」の学習保障時間とした。
②主コース専門科目における学習保証時間
新学系では，主コース専門科目から「都市デザイン演習A」「都市デザイン演習B」の2科目4単位を含め計14単位以上を取得することを4年次への進級条件，また主コース専門科目から卒業研究Ⅰ・Ⅱ以外に16単位以上を取得することを卒業要件としている。主コース専門科目は科目配当表（『引用・裏付資料2－28　科目配当表（創造工学系）』）中のコースコード欄にK3と記されている。

「都市デザイン演習A」「都市デザイン演習B」では，「数学，自然科学，情報技術に関する学習保証時間」に計6時間を充てているため，その分は本区分の学習保証時間数には含めない。
半期1コマ2単位（学習保障時間22.5時間）の科目で卒業研究以外の主コース専門科目に関する卒業要件を満たす16単位を取得した場合，学習保障時間は計180.0時間となる。ここで先の6時間を差し引くと174.0時間の学習時間を有することになる。

③副コース専門科目における学習保証時間
新学系では，副コース専門科目から8単位以上を取得することを卒業要件としている。これらの科目は，科目配当表（『引用・裏付資料2－28　科目配当表（創造工学系）』）のコースコード欄にK4と記されている。8単位を半期1コマ2単位（学習保障時間22.5時間）の科目で取得した場合，学習保障時間の合計は計90.0時間となる。

④学系共通科目における学習保証時間
　4年次への進級条件では，学系共通科目の履修に関して（ⅰ）~（ⅲ）の条件を設けている（『引用・裏付資料2－27　進級条件（１）主コースが都市デザインコースの学生用）』）。（ⅰ）~（ⅲ）の条件によって保障される学習時間は下記の通りである。

（ⅰ）「測量学・演習」「測量実習」の計5単位：45時間×2科目=90.0時間

（ⅱ）「構造」「水理」「土質」「材料」の各実験から3単位

：28時間×3科目=84.0時間

（ⅲ）コース指定科目から17単位：22.5時間×（17/2）科目=191.25時間
なお卒業要件では学系共通科目から36単位以上取得することとしている。よって（ⅰ）~（ⅲ）で取得した25単位の他に11単位を学系共通科目から取得しなければならない。しかしながら学系共通科目には建設の専門科目とは言えない科目も多く含まれており，学生が建設の専門科目で11単位を取得する保証がない．当区分における最小の学習保障時間を算出するために，ここでは不足の11単位が建設系の専門科目ではない科目から取得されたと考える。

つまり11単位分の学習保障時間（123.75時間）を，専門技術の学習保障時間には加算せず，後述する総学習保障時間算出の際に考慮することとする。

上記の内容を整理すると，
①創造工学卒業研究I，II

：303.0（時間）

②主コース専門科目

：
174.0（時間）

③副コース専門科目

：
90.0（時間）
④学系共通科目の条件（ⅰ）
：
90.0（時間）
　　学系共通科目の条件（ⅱ）
：
84.0（時間）
　　学系共通科目の条件（ⅲ）
：
191.25（時間）


計
：932.25（時間）

よって本区分における必修科目の学習保証時間は，コース選択のパターンが（A）の場合932.25時間となる。
（B）主コースに建築デザイン，副コースに都市デザインを選択した場合

新学系の修了生は，学系共通科目群およびコース科目群から66単位（卒業研究Ⅰ，Ⅱの6単位を含む）以上を取得することが条件であり，以下に示す学習保証時間を有している。

卒業研究Ⅰ・Ⅱ
：
303.0（時間）

学系共通科目，コース専門科目
：
618.0（時間）



計
：
　　921.0（時間）
･････ （ⅲ）
専門必修科目，専門選択科目の学習保証時間の詳細を以下に示す。

①卒業研究における学習保証時間
　創造工学卒業研究Ⅰ，Ⅱでは338.0（時間）の学習保障時間を有するが，「人文科学・社会科学等（語学教育を含む）」の学習保証時間に15時間，「数学，自然科学，情報技術」の学習保証時間に20時間を充てているおり，残りの計303.0時間が当区分における学習保障時間である。
②主コース専門科目における学習保証時間
新学系では，主コース専門科目から「建築デザイン演習A」「建築デザイン演習B」の2科目4単位を含め計14単位以上を取得することを4年次への進級条件，また主コース専門科目から卒業研究Ⅰ・Ⅱ以外に16単位以上を取得することを卒業要件としている。

コース専門科目は，科目配当表（『引用・裏付資料2－28　科目配当表（創造工学系）』）中のコースコード欄にK3と記されている。

「建築デザイン演習A」「建築デザイン演習B」では，「数学，自然科学，情報技術に関する学習保証時間」に計6時間を充てているため，その分は本区分の学習保証時間数には含めない。
半期1コマ2単位（学習保障時間22.5時間）の科目で卒業研究以外の主コース専門科目に関する卒業要件を満たす16単位を取得した場合，学習保障時間は計180.0時間となる。ここで先の6時間を差し引くと174.0時間の学習時間を有することになる。
③副コース専門科目における学習保証時間
副コース専門科目から8単位以上を取得することを卒業要件としている．これらの科目は，科目配当表（『引用・裏付資料2－28　科目配当表（創造工学系）』）中のコースコード欄にK3と記されている。8単位を半期1コマ2単位（学習保障時間22.5時間）の科目で取得した場合，学習保障時間は計90.0時間となる。

　

④学系共通科目における学習保証時間

　4年次への進級条件では，学系共通科目の履修に関して（ⅰ）~（ⅲ）の条件を設けている（『引用・裏付資料2－27 　進級条件（２）　主コースが建築デザインコースの学生用）』）。（ⅰ）~（ⅲ）の条件によって保障される学習時間は下記の通りである。

（ⅰ）「測量学・演習」「測量実習」の計5単位：45時間×２科目=90.0時間

（ⅱ）「構造」「水理」「土質」「材料」の各実験から3単位
：28時間×3科目=84.0時間

（ⅲ）コース指定科目から16単位：22.5時間×（16/2）科目=180.0時間

なお卒業要件では学系共通科目から36単位以上取得することとしている。よって（ⅰ）~（ⅲ）で取得した24単位の他に12単位を学系共通科目から取得しなければならない。しかしながら学系共通科目には建設の専門科目とは言えない科目も多く含まれており，学生が建設の専門科目で12単位を取得する保証がない．当区分における最小の学習保障時間を算出するために，ここでは不足の12単位が建設系の専門科目ではない科目から取得されたと考える。

つまり12単位分の学習保障時間（135.0時間）を，専門技術の学習保障時間には加算せず，後述する総学習保障時間算出の際に考慮することとする。

上記の内容を整理すると，
①創造工学卒業研究I，II

：303.0（時間）

②主コース専門科目

：174.0（時間）

③副コース専門科目

：90.0（時間）
④学系共通科目
条件（ⅰ）
    ：90.0（時間）
　　　　学系共通科目
条件（ⅱ）
    ：84.0（時間）
　　　　学系共通科目
条件（ⅲ）
    ：180.0（時間）


計            ：
921.0（時間）

よって本区分における必修科目の学習保証時間は，コース選択のパターンが（B）の場合921.0時間となる。
２－４）総学習保証時間について

先に算出した「人文科学・社会科学等（語学教育を含む）」，「数学，自然科学，情報技術」，「専門技術」の学習保証時間は104単位分の保証時間である。よって，卒業要件を満たすには，さらに20単位を取得していることが必要である。この20単位を半期週1コマ2単位の科目で20単位（10科目分）取得したとし，学習保障時間を算出すると，
22.5（時間／科目）×10 （科目）
=
225.0（時間）･････ （ⅷ）

となる。
一方，学系共通科目において建設系の専門科目以外で単位を取得した分の学習保障時間は，総学習保障時間の算出に加算することとした。この学習保障時間は，（A）主コースに都市デザイン，副コースに建築デザインを選択した場合には123.75時間，（B）主コースに建築デザイン，副コースに都市デザインを選択した場合には135.0時間である。
よって，卒業要件を満たした修了生においては，（A）主コースに都市デザイン，副コースに建築デザインを選択した場合には348.75時間，（B）主コースに建築デザイン，副コースに都市デザインを選択した場合には360.0時間の学習保障時間を有している。

上記の内容を整理すると，
（A）主コースが都市デザイン，副コースが建築デザインの学生
人文・社会科学等（語学教育を含む）
：
381.0（時間）
･････ （ⅴ）

数学・自然科学・情報技術
：
258.5（時間）
･････ （ⅵ）

専門技術
：
932.25（時間）
･････ （ⅶ）

その他
：
348.75（時間）
･････ （ⅷ）


合　計
：
1,920.5（時間）

（B）主コースが建築デザイン，副コースが都市デザインの学生
人文・社会科学等（語学教育を含む）
：
381.0（時間）
･････ （ⅴ）

数学・自然科学・情報技術
：
258.5（時間）
･････ （ⅵ）

専門技術
：
921.0（時間）
･････ （ⅶ）

その他
：
360.0（時間）
･････ （ⅷ）


合　計
：
1,920.5（時間）

上記の通り，新学系の修了生は，1,920.5時間の総学習保証時間を有しており，また個々の区分においても基準以上の学習保障時間を有している。
なお新学系の修了生は2010年度に出る予定である。
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4. 卒業要件（2007年度学生要覧）（資料番号2－22，p. 2-2-41）
5. 講義開講形態と単位数（2007年度学生要覧）
（資料番号2－23，p. 2-2-42）
6. 講義開講形態と学習保証時間（資料番号2－24，p. 2-2-43）
7. シラバス（ものつくりのいろは）（資料番号2－25，p. 2-2-44～p. 2-2-46）
8. シラバス（建築都市デザイン概論）（資料番号2－26，p. 2-2-47～p. 2-2-49）
9. 進級条件（2007年度学生要覧）（資料番号2－27，p. 2-2-50～p. 2-2-51）
10. 2006年度（平成18年度）第6回教育改善委員会議事録

（資料番号1－6，p. 2-1-12）
11. 科目配当表（創造工学系）（資料番号2－28，p. 2-2-52～p. 2-2-54）
◎「学習・教育の量」について表１に記入した点数と判定理由
［点数］： 5
［判定理由］

（１）卒業要件

－（１）プログラムは4年間に相当する学習・教育で構成され，124単位以上を取得し，学士の学位を得た者を修了生としているか。
現学科および新学系では，4年以上在学し合計124単位以上を取得した者を卒業と認定し，かつ卒業した者には学士の学位を授与している。よって，点検基準（1）は十分に満たされている。

（２）学習保証時間

－（２）プログラムは学習保証時間（教員の教授・指導のもとに行った学習時間）の総計が1,800時間以上を有しているか。さらに，その中には，人文科学，社会科学等（語学教育を含む）の学習250時間以上，数学，自然科学，情報技術の学習250時間以上，および専門分野の学習900時間以上が含まれているか。
現学科の修了生は，人文科学・社会科学・語学等に少なくとも325.5時間，数学・自然科学・情報技術に350.0時間，専門技術に1110.5時間の学習保証時間を有している。また，新学系の修了生は，人文科学・社会科学・語学等に少なくとも381.0時間，数学・自然科学・情報技術に258.5時間，専門技術に921.0時間の学習保証時間を有している。現学科および新学系の修了生は，それぞれ基準学習保証時間である250時間，250時間，900時間を満たしている。

また，総学習保証時間は現学科および新学系の修了生において，それぞれ1978.0時間，1,920.5時間を有しており，基準の1,800時間を満たしている。よって，点検基準（2）は十分に満たされている。
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